
回
覧

大分県支部

〒870-0033 大分市千代町2丁目2−37
TEL（097）532−6181・FAX（097）533−1207
http://www.oitasekijyuji.jp/

大分赤十字病院
〒870-1198 大分市大字玉沢字楠本775番地の1
　　　　　　「トキハわさだタウン」３街区２階
TEL（097）574−6822・FAX（097）542−5777
予約専用  0120−4
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献血ルーム「わったん」
〒870-0889 大分市大字荏隈717−5
TEL（097）547−1151・FAX（097）547−1141
http://www.bc9.org

大分県赤十字血液センター

大分市千代町２丁目３番31号
TEL（097）534-2236・FAX（097）533-6795

http://www.oita.jrc.or.jp/
日赤大分 検 索 「日赤おおいた」のバック

ナンバーは、こちらから
ご覧になれます。

赤十字3施設の情報をリアルタイムで発信中!  「赤十字大分 Facebook」で検索して、いいね！をお願いします。

大分県支部
Our world. Your move.

日本赤十字社の使命は、
人間のいのちと健康、尊厳を

守ることです。

九州八県での合同災害訓練や赤十字大会を開催
３月は『私たちは、忘れない。』～未来につなげるプロジェクト～

いざという時に役立つ知識 ～レジ袋の活用方法～

Topics

平成29年12月1日  JRおおいたシティ広場で、海外たすけあい救援金の募金活動を行いました。
大分市のごとう幼稚園、坂ノ市こども園、富士見ヶ丘幼稚園の園児たちが元気な声で呼びかけ、例年の約３倍のご協力をいただ
くことができました。この救援金は、海外で紛争・災害・病気などで苦しむ方たちへ役立てられます。

～いざという時に役立つ
　　レジ袋の活用方法～

●骨折の手当（固定）
　　●準備品：レジ袋・はさみ

●代用おむつ　●準備品：レジ袋・はさみ・清潔なタオル （みんなの防災ハンドブックより）

①レジ袋の持ち手
を残し、両側面
を切る。 ※首の部分で長さを調整する。

② 持ち手を重ね
て、穴の開いた
部分に頭を通
す。肘を 乗 せ、
安定させる。

① レジ袋の上と横の
4ヶ所を切って縦長
に開く。

③ 乳児のお尻にあ
てたら、袋の持ち
手を結ぶ。

②レジ袋を広げた上にきれ
いなタオルを重ねて置き、
余分な部分を折り返す。
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知って得!

アンケートに
ご協力お願いします

高額寄付者(社)のご紹介
（平成29年11月～平成30年1月末までの受付分）

今後の「日赤おおいた」の紙面づくりの参考とするために、
アンケートへのご協力をお願いします。以下の①～④をご
記入のうえ、平成30年4月27日（金）必着で、郵便、FAX
にてご回答ください。ご協力いただいた方から抽選で10
人の方に、「赤十字オリジナル文房具セット」をプレゼント
します。皆様のご意見をお待ちしています。

① お名前・郵便番号・ご住所・年齢
② 本紙を読まれた場所（地区名など）
③ 本紙へのご意見・ご感想
④ 今後掲載してほしい内容

● 回答先 ●
　郵 送　〒870-0033  大分市千代町２丁目３番31号
　　　　日本赤十字社大分県支部　総務課
　　　　「日赤おおいた」37号 アンケート係
　FAX （097）533-6795
※記念品当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。

　平成29年11月25日(土)に大分赤十字病院にて、第１回健康フェスタが開催されました。
　これは地域の方たちに、当院のことをもっと知ってもらおうという考えのもと企画されたも
のです。
　会場では健康チェックや非常食の試食会、また、大分東明高校ブラスバンドの演奏やコピー
ライターの吉田寛さんの特別講演などが行われました。
　当日は多くの方にお越しいただき、大盛況となりました。
　来年度も開催する予定となっておりますので、ご期待ください！

～いつも献血のお願いをしているのは、なぜ？～ についてお答えします！
　それは血液に有効期間があるからです。血液製剤の有効期間は、赤血球が21日間、血小板は
4日間です。そのため、長期間保存することができないのです。また、献血の種類によっては、
短期間に何度も献血をすることはできません。例えば、400ml 全血献血をした場合、次にこの
献血ができるのは、男性では12週間後、女性では16週間後です。安定して血液を供給するには、
一人ひとりの方に継続して献血に協力していただくことがとても大切なのです。

大分赤十字病院より

大分県赤十字血液センターより

　日赤大分県支部に1度に20万円以上の事業資金をお寄せいた
だいた方のご意向を確認して掲載しています（敬称略・順不同）

▶別府市　井村正孝　　
▶日田市 （宗）高塚愛宕地蔵尊
▶佐伯市　駅前調剤薬局

←
　　　　たてに
　　開く

・クリアファイル2枚　 　・救護服型折り紙一筆箋
　・ボールペン（ジェットストリーム4色＋シャープペン）

赤十字オリジナル文房具セット

こども用救護服の試着
コーナーもありました♪

けんけつちゃんの耳は
血液の在庫状況によって変化します



　迅速に、的確に、被災者を支援するためには日ご
ろの訓練が何よりも重要。今回の訓練で明らかに
なった問題点を解消し、よりよい救護体制を確立し
て期待に応えたいと思います。

（事業推進課  川野 祥吾  事業推進係長）

12 月10日、九州の赤十字職員が大分県に集結し、南海トラフ大地震を想定した訓練を行いました。
県や消防などの行政機関や地元の消防団、傷病者役として活躍した学生ボランティアなど総勢300名以上が参

加した訓練の一部始終をご紹介します。

9:00　大分市や佐伯市などで震度6強の地震が発生

10:03　　

支援を受ける側（受援）の体制　
づくりも訓練の大きな目的です。

10:20　　
10:49　　

13:00　救護所エリアでは、医師や
　　　　　看護師らがけが人の手当を

日赤大分県支部事務室に災害対策本部立ち上げ。
県内の赤十字病院、血液センターの被害状況把握と同時に、九州各県へ支
援を要請します

県内の赤十字施設や九州各県
から災害対策本部の支援職員が
続々と到着

各地から参集した支援職
員へ現在の状況をブリー
フィング。短時間で的確に
情報共有を行います

災害対策本部の支援のほか、医
師や看護師、事務職員から構成
される救護班も到着

救護訓練の会場となる大分スポーツ公園では赤十
字、ＤＭＡＴ、防災機関と共同で９０人を超える傷病
者の手当を行います。

翌日は職種別に検討会を行い、県境を
越えた赤十字のネットワークを活かした
災害対応のあり方を検証。来年は佐賀
県を会場に、更なる連携強化に努めます。

九州八県支部合同災害救護訓練を大分で開催しました！
赤十字の国内災害救護活動

日赤大分県支部の事業は、県民の皆様からお寄せいただく
社資（活動資金）によって支えられています

様々な関係機関から相次ぐ問い合わせに対応
テレビカメラの取材もありました

　青少年赤十字加盟校である、唐津市立浜玉中学校（佐賀県）の
生徒より、熊本・大分地震災害被災者に向けた年賀状が寄せら
れました。日赤大分県支部は、これらを由布市の赤十字窓口で
ある福祉課に贈呈し、庁舎に掲示していただきました。
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◀

◀大分県内でも、学校の
ふれあいPTAなどに職
員やボランティアを派遣
し、非常炊き出しの実
演などを行っています

※平成29年度　学校や幼稚園での防災・救急法等プログラム実施数：26園・校（１月末現在）

担当者
の声

災害対策本部では引き続き情報収集と関係機関との調整を継続。
救護班は被災エリアに向かい、傷病者の医療にあたります。

九州八県赤十字大会を沖縄県宜野湾市にて開催
　平成29年11月16日（木）、日本赤十字社名誉副総裁である寛仁
親王妃殿下のご臨席のもと標記大会が開催されました。
　この式典では、赤十字へ多額の活動資金の協力や、ボランティア
活動に功労のあった207名（個人・法人）が壇上で表彰され、うち大
分県からは33名が有功章及び感謝状を授与されました。
　式典後には、アトラクションとして、地元高校の郷土芸能部が

「歓待の舞」や「エイサー」などを披露され、拍手喝采にて幕を閉じ
ました。
　来年度は熊本県で開催される予定です。

詳細は、日赤大分県支部総務課へお問い合わせください
TEL：０９７–５３４–２２３６

大会参会条件
　日赤大分県支部への活動資金として１度に20万円以上の寄付を
していただける個人・法人様に檀上にて有功章や感謝状などの表彰
を受けていただきます。
　※大会参会に対する旅費は、当支部が負担いたします。
　　（付添者は自己負担にてお願いしております。）平成30年度九州八県赤十字大会受章者募集

開催日程：平成30年11月
開催場所：熊本県
募集期間：平成30年7月31日（火）まで
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東日本大震災から7年…

「私たちは、忘れない」〜未来につなげるプロジェクト〜
　このプロジェクトは、過去の大災害を忘れることなく、将来の災害に対する防災・減災意識の
向上を目指し、３月１日から31日まで全国で展開します。日本赤十字社は、これまでに全国で
36,022校もの学校に防災教育を普及してきました。
　地震や豪雨、台風によってたて続けに災害に遭った県内でも、約500もの学校に「まもるい
のち ひろめるぼうさい」のテキストを配布してきました。また、保護者と子で学べるよう、授業参
観での防災プログラムなどにも赤十字職員やボランティアが実際に出向いて講座を行ってい
ます。そして、これからもつづけていきます。
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